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I n d u s t r y  C h a l l e n g e s

ア パ レ ル 業 界 に お け る

サ ス テ ナ ビ リ テ ィ の 課 題

ア パ レ ル 産 業 で は 環 境 破 壊 や 資 源 の 無 駄 遣 い 等 の 課 題 を 抱 え て い ま す 。

特 に C O 2 排 出 量 は 、 全 産 業 の 約 8 % と 極 め て 高 く 、 地 球 温 暖 化 抑 制 へ 向

け た 大 き な 責 務 を 持 っ て い ま す 。
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原材料調達から製造段階までに排出される環境負荷(年間)

CO2排出量

約90,000kt

端材等排出量

約45,000t

水消費量

約83億㎥

化学物質による

水質汚染

C O 2 排 出

ア パ レ ル 産 業 に お け る C O 2 排 出 量 は 、

2 0 1 5 - 3 0 年 で 6 0 % 以 上 増 加 し 、 2 0 億 8 千

万 ト ン に な る と 予 測 さ れ て い ま す 。

こ れ は 、 2 . 3 億 台 の 乗 用 車 か ら 排 出 さ れ

る 年 間 C O 2 量 に 匹 敵 し 、 海 面 上 昇 や 気 候

変 動 な ど 、 地 球 温 暖 化 の 促 進 要 因 と な っ

て い ま す 。

水 資 源

服 1 枚 の 生 産 に 浴 槽 約 1 1 杯 分 の 水 を 使 用

し 、 服 の 材 料 と な る 綿 花 栽 培 な ど の 生 産

に お い て も 大 量 の 水 を 消 費 す る こ と か ら 、

原 材 料 の 調 達 面 で も 大 き な 影 響 を 及 ぼ し

て い ま す 。

ま た 、 淡 水 汚 染 の 2 0 % は 染 色 工 程 で の 化

学 物 質 使 用 が 原 因 と 推 測 さ れ て お り 、 海

へ 流 出 し て い る マ イ ク ロ プ ラ ス チ ッ ク 約

1 , 3 0 0 万 ト ン の う ち 、 6 割 は 化 繊 衣 料 を

洗 濯 す る 際 に 発 生 し て い る と 言 わ れ て い

ま す 。

+

服1着当たりの換算

CO2排出量

約25.5kg

500mlペットボトル

約255本製造分

水消費量

約2,300ℓ

浴槽

約11杯分

出典：環境省ホームページ(https://www.env.go.jp/policy/sustainable_fashion/)

大 量 生 産 ・ 大 量 廃 棄

年 間 約 9 , 2 0 0 万 ト ン の 繊 維 が 廃 棄 さ れ 、

2 0 3 0 年 に は さ ら に 5 , 7 0 0 万 ト ン 増 加 す

る と 予 測 さ れ て い ま す 。 日 本 に お け る 衣

類 の 3 R ( リ ユ ー ス 、 リ サ イ ク ル 、 リ ペ ア )

率 は 約 2 6 % と 、 低 水 準 に な っ て い ま す 。

人 権

バ リ ュ ー チ ェ ー ン 上 に お け る 強 制 労 働 ・

違 法 条 件 で の 労 働 が 横 行 し て い る と 言 わ

れ て い ま す 。 ( 例 ： 新 疆 綿 製 造 に 係 る ウ

イ グ ル 族 強 制 労 働 問 題 )



O u r P u r p o s e

地 球 へ 、 社 会 へ 、 人 々 へ 、

フ ァ ッ シ ョ ン エ ン タ ー テ イ ン メ ン ト で 歓 び を

T S I グ ル ー プ は 、 フ ァ ッ シ ョ ン エ ン タ ー テ イ ン メ ン ト の 力 で 、

世 界 の 共 感 と 社 会 的 価 値 を 生 み 出 し て い き ま す 。
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フ ァ ッ シ ョ ン エ ン タ ー テ イ ン メ ン ト で

サ ス テ ナ ブ ル な 未 来 を つ く る

S u s t a i n a b i l i t y  S t a t e m e n t

デ ザ イ ナ ー と し て 、 経 営 者 と し て 、 3 0 年 以 上 、 大 切 に 洋 服 を つ く っ て き ま し た 。

私 た ち 服 づ く り の 担 い 手 は 、 愛 さ れ 喜 ん で 頂 け る 服 を

一 人 で も 多 く の お 客 さ ま に お 届 け す る こ と を 考 え る あ ま り 、

明 ら か に 供 給 過 剰 な 状 況 を 生 み 出 し て し ま い ま し た 。

「 も っ た い な い 」 の 思 想 が 通 用 し な い 、 経 済 優 先 の 状 態 が 長 く 続 き 、

環 境 へ の 負 担 も 比 例 し て 大 き く な り 、

大 気 汚 染 、 温 暖 化 、 廃 棄 物 、 資 源 不 足 と 、 気 づ け ば 地 球 は 悲 鳴 を 上 げ 始 め て い ま す 。

私 た ち は 知 性 あ る 生 き 物 と し て 今 、 ど う 生 き る べ き な の で し ょ う か 。

― つ く る 人 も 、 着 る 人 も 歓 び を 共 に し て い く 未 来 ―

多 く の 人 に 支 え ら れ て い る 企 業 と し て 、

私 た ち は 、 地 球 環 境 へ の 負 荷 を 減 ら す 事 業 モ デ ル と し て

サ ス テ ナ ブ ル フ ァ ッ シ ョ ン * に 真 剣 に 取 り 組 ま な け れ ば な り ま せ ん 。

地 球 環 境 を 守 り な が ら 、

日 々 を 暮 ら す 人 々 の “ 幸 せ ” が 続 い て い く 活 動 を 、

お 客 さ ま や 、 共 に 働 く す べ て の 仲 間 た ち が 、

身 体 的 に も 精 神 的 に も “ 幸 せ ” な 状 態 で 活 躍 し て い く 社 会 の 実 現 を 、

一 人 ひ と り が 自 分 の こ と と し て 考 え る こ と で 、

そ の 思 い や 行 動 を 未 来 に 繋 い で い こ う と 思 っ て い ま す 。

私 た ち は こ れ か ら も 、 こ の 地 球 と 共 に 生 き て い く の で す か ら 。

＊サステナブルファッション：
地球環境や労働環境等製品の背景までを考え、包括的にサステナブルであることを目指したファッションの取り組み

株 式 会 社 T S I ホ ー ル デ ィ ン グ ス 代 表 取 締 役 社 長

下地 毅
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C o r p o r a t e  P r o f i l e

会 社 概 要

T S I グ ル ー プ は 、 そ の 前 身 で あ る 東 京 ス タ イ ル 、 サ ン エ ー ・ イ ン

タ ー ナ シ ョ ナ ル の 時 代 か ら 数 え て 、 7 0 年 以 上 に 渡 り 、 歓 び や 輝 き

を 生 む フ ァ ッ シ ョ ン を 提 供 し て き ま し た 。
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名 称

本 社 所 在 地

設 立

資 本 金

代 表 者

株 式 会 社 T S I ホ ー ル デ ィ ン グ ス

東 京 都 港 区 北 青 山 1 - 2 - 3  青 山 ビ ル

2 0 1 1 年 6 月 1 日

1 5 0 億 円

代 表 取 締 役 社 長 下 地 毅

従業員数

ブランド数

自 社 E C
サ イ ト 数

グループ全体

6,366 人

(2022年2月28日時点)54
ブランド

うち臨時従業員

1,194 人

実 店 舗 数

国内 805店舗

海外 41店舗

＋

中国22/イギリス11/

アメリカ5/フランス2/

イタリア1

29
国内サイト



M a t e r i a l i t y

マ テ リ ア リ テ ィ の 特 定 に 向 け て

2 0 2 1 年 、 S D G s 推 進 室 を 発 足 。 T S I グ ル ー プ が 事 業 活 動 を 通 じ

て 長 期 的 か つ 持 続 的 に 幸 せ を 創 出 し て い く 基 盤 と な る 重 要 マ テ リ

ア リ テ ィ を 特 定 す る た め 、 ス テ ー ク ホ ル ダ ー の 視 点 を 取 り 入 れ た

分 析 を 実 施 し ま し た 。
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重
要

継続強化
マテリアリティ

強化最優先
マテリアリティ

対応必須
マテリアリティ

□ ダ イ バ ー シ テ ィ

□ 健 康 ・ 安 全

□ 従 業 員 幸 福 度

□ 気 候 変 動

□ 原 材 料

□ 廃 棄 物

□ 水 資 源

□ 公 正 な 労 働

□ 地 域 コ ミ ュ ニ テ ィ

□ 化 学 物 質

□ 生 物 多 様 性

・
・
・

相対的に取り組みが

進んでいる領域

相対的に取り組みが

遅れている領域

社
会
・
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
に
と
っ
て
の
重
要
度

1)

1) GRIガイドライン等国際規格のガイドラインにもとづき洗い出した、持続可能な成長を目指す上で課題となり得
る要素について、同業他社ベンチマークやステークホルダーの意見をもとにその重要度を特定
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S t e p  ① ：

マ テ リ ア リ テ ィ 候 補 項 目 の 抽 出 ・ 整 理

社 内 外 の 情 報 を 把 握 し 、 T S I グ ル ー プ が 持 続 可 能 な 成 長 を 目 指 す 上 で 関 連 性 が 高

い マ テ リ ア リ テ ィ 候 補 項 目 を 、 価 値 提 供 領 域 で あ る 地 球 環 境 ・ 人 間 ・ 社 会 の 観

点 か ら 選 定 し ま し た 。

こ れ ら の 候 補 項 目 の 選 定 に あ た っ て は 、 サ ス テ ナ ビ リ テ ィ 報 告 に 関 す る グ ロ ー

バ ル な 標 準 で あ る 、 G R I の 「 サ ス テ ナ ビ リ テ ィ ・ レ ポ ー テ ィ ン グ ・ ス タ ン ダ ー

ド 」 や S A S B の 「 サ ス テ ナ ビ リ テ ィ 会 計 基 準 」 、 G R I 、 国 連 グ ロ ー バ ル ・ コ ン パ

ク ト 、 W B C S D が 共 同 作 成 し た 「 S D G s の 企 業 行 動 指 針 」 等 を 参 考 に し て い ま す 。

S t e p  ② ：

自 社 視 点 と ス テ ー ク ホ ル ダ ー 視 点 で の 評 価 実 施

S t e p ① で 抽 出 ・ 整 理 し た 項 目 に つ い て 、 社 会 や お 客 さ ま ・ 自 社 社 員 等 の ス テ ー

ク ホ ル ダ ー に と っ て の 重 要 度 を 縦 軸 、 自 社 の 現 状 の 取 り 組 み を 横 軸 と し て 整 理

を 行 い 、 ま ず は 社 会 ・ ス テ ー ク ホ ル ダ ー に と っ て の 重 要 度 が 特 に 高 い マ テ リ ア

リ テ ィ を 抽 出 し ま し た 。

マ ッ ピ ン グ の プ ロ セ ス に お い て は 、 メ デ ィ ア 等 が 公 表 し て い る 情 報 や 同 業 他 社

が 公 開 し て い る 情 報 、 社 外 有 識 者 、 社 外 取 締 役 、 社 内 関 連 部 門 の 管 理 職 及 び

S D G s 推 進 チ ー ム メ ン バ ー か ら の ヒ ア リ ン グ を ベ ー ス に し ま し た 。

S t e p  ③ ：

マ テ リ ア リ テ ィ 項 目 の 特 定

S t e p ② で 実 施 し た 評 価 結 果 に も と づ き 、 経 営 層 及 び 取 締 役 会 で の 承 認 を 得 て 、

マ テ リ ア リ テ ィ 項 目 を 特 定 し ま し た 。



M a t e r i a l i t y

T S I の マ テ リ ア リ テ ィ

私 た ち の 事 業 と の 関 連 性 や 思 い を 踏 ま え 、 3 つ の 重 要 領

域 に 対 し て 9 つ の マ テ リ ア リ テ ィ を 特 定 し ま し た 。 今 後

は 、 マ テ リ ア リ テ ィ の 解 決 に 向 け た 目 標 の 設 定 や 取 り 組

み の 実 施 を 推 進 し て い き ま す 。

は
じ
め
に

地
球
環
境

人
間

社
会

Ｃ
Ｓ
Ｒ

ガ
バ
ナ
ン
ス

未
来
に
向
け
て

F a s h i o n

E n t e r t a i n m e n t

地球環境

社会

人間

S o c i a l

P e o p l e

E n v i r o n m e n t

社 会

人 間

地 球 環 境
ア パ レ ル 業 界 は 地 球 環 境 に 様 々 な 面 で 負 荷 を か け て い ま す 。
そ の 現 状 を 変 え て い く べ く 、 私 た ち は ま ず 、 地 球 環 境 へ の 負 荷 を
可 視 化 し た 上 で 、 サ ス テ ナ ブ ル な 事 業 モ デ ル の 構 築 に 挑 み ま す 。

私 た ち の 事 業 活 動 が 私 た ち の た め だ け の も
の に な っ て は 意 味 が あ り ま せ ん 。
お 客 さ ま も 、 地 域 に 根 差 す 文 化 や 住 民 も 、
そ し て 私 た ち も 、 す べ て の 皆 さ ま が ” 幸 せ ”
に な る 事 業 活 動 を 目 指 し ま す 。

私 た ち の 事 業 活 動 に お け る 価 値 の 源 泉 で あ り 、
最 大 の 資 産 は ” 人 間 ” で す 。
共 に 働 く す べ て の 仲 間 が 、 身 体 的 に も 精 神 的
に も " 幸 せ " な 状 態 で 活 躍 で き る よ う に し ま す 。
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気 候 変 動

原 材 料

廃 棄 物

水 資 源

1

2

3

4

地 域 コ ミ ュ ニ テ ィ9

ダ イ バ ー シ テ ィ

健 康 ・ 安 全

従 業 員 幸 福 度

公 正 な 労 働

5

6

7

8



素材
(原材料・生地)

製造 流通
(輸送･販売活動含む)

使用
(お客さまの活動含む)

リメイク・
リユース・
リサイクル

回収その他事業活動
(非アパレル分野)

廃棄

マ
テ
リ
ア
リ
テ
ィ

気候変動1

原材料2

廃棄物3

水資源4

ダイバーシティ5

健康・安全6

従業員幸福度7

地域コミュニティ9

公正な労働8

Scope 1、2、3におけるCO2排出削減、再生エネルギー活用

資源の再利用
廃棄物量の削減

トレーサビリティの向上

リセールの活用

健康・安全な労働環境の整備

従業員満足度の恒常的改善

人権に配慮した、倫理的かつ責任のある生産プロセスの実現

ダイバーシティ&インクルージョンの実現

水使用量削減

資源の再利用 生産量の適正化

地域社会への貢献活動の実施

バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
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O u r V a l u e C h a i n & M a t e r i a l i t y

私 た ち の バ リ ュ ー チ ェ ー ン と マ テ リ ア リ テ ィ の 関 係 性

私 た ち の バ リ ュ ー チ ェ ー ン 上 の す べ て の 活 動 は 、 地 球 環 境 ・ 人 間 ・ 社 会 と 密 接 に 関 わ っ て い ま す 。 マ テ リ ア リ テ ィ に 対 す る 取 り 組 み を

通 じ て 、 バ リ ュ ー チ ェ ー ン に 関 わ る す べ て の ス テ ー ク ホ ル ダ ー が " 幸 せ " に な る サ ス テ ナ ブ ル な 事 業 基 盤 を 構 築 し ま す 。
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フ ァ ッ シ ョ ン を 通 じ た サ ス テ ナ ブ ル な 地 球 環 境 の 実 現

地 球 に や さ し い フ ァ ッ シ ョ ン エ ン タ ー テ イ ン メ ン ト を 創 造 し ま す 。

E n v i r o n m e n t
は
じ
め
に

地
球
環
境

人
間

社
会

Ｃ
Ｓ
Ｒ

ガ
バ
ナ
ン
ス

未
来
に
向
け
て

カ ー ボ ン ニ ュ ー ト ラ ル

へ の チ ャ レ ン ジ

– 2 0 5 0 年 に 向 け た カ ー ボ ン
ニ ュ ー ト ラ ル の 実 現

– 製 造 プ ロ セ ス に お け る 環
境 負 荷 の 可 視 化

フ ァ ッ シ ョ ン ロ ス ゼ ロ

の 実 現

– テ ク ノ ロ ジ ー も 活 用 し た
ビ ジ ネ ス モ デ ル の ア ッ プ
デ ー ト

– 循 環 型 事 業 モ デ ル の 構 築

1

9
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O u r  C o m m i t m e n t s

地 球 環 境 へ の コ ミ ッ ト メ ン ト

フ ァ ッ シ ョ ン を 通 じ た 地 球 環 境 の 実 現 を 、 「 カ ー ボ ン ニ ュ ー ト

ラ ル へ の チ ャ レ ン ジ 」 と 「 フ ァ ッ シ ョ ン ロ ス ゼ ロ の 実 現 」 と い

う 2 つ の 方 向 性 か ら 目 指 し ま す 。

カ ー ボ ン ニ ュ ー ト ラ ル へ の

チ ャ レ ン ジ

2 0 5 0 年 に 向 け た カ ー ボ ン ニ ュ ー ト ラ

ル の 実 現 に 向 け て 、 バ リ ュ ー チ ェ ー ン

全 体 で 発 生 す る C O 2 排 出 量 を 削 減 し ま

す 。 そ の た め に 、 製 造 プ ロ セ ス に お け

る 環 境 負 荷 の 可 視 化 も 実 行 し て い き ま

す 。

フ ァ ッ シ ョ ン ロ ス ゼ ロ の 実 現

従 来 の 事 業 モ デ ル に と ら わ れ ず 、 テ ク

ノ ロ ジ ー を 活 用 し た ビ ジ ネ ス モ デ ル の

ア ッ プ デ ー ト を 行 い ま す 。 ま た 、 同 時

に 、 廃 棄 と な り 得 る モ ノ を 再 活 用 す る

循 環 型 事 業 モ デ ル を 構 築 し ま す 。

ア パ レ ル 業 界 は 地 球 環 境 に 様 々 な 面 で

負 荷 を か け て い ま す 。 す な わ ち 、 地 球

環 境 関 連 マ テ リ ア リ テ ィ に お け る

フ ァ ッ シ ョ ン 産 業 の 責 任 は 非 常 に 大 き

く 、 フ ァ ッ シ ョ ン を 事 業 の 核 と す る

T S I グ ル ー プ に と っ て も 、 地 球 環 境 に

関 連 す る マ テ リ ア リ テ ィ に お け る 社 会

的 責 任 は 非 常 に 大 き い と 理 解 し て い ま

す 。

こ の 認 識 の も と T S I グ ル ー プ は 私 た ち

の バ リ ュ ー チ ェ ー ン に お け る 環 境 へ の

負 荷 を 可 視 化 し た 上 で 、 そ の 環 境 負 荷

を 低 減 す る た め に サ ス テ ナ ブ ル な 事 業

モ デ ル の 構 築 に 挑 み ま す 。 こ れ ら の 活

動 に よ り 、 フ ァ ッ シ ョ ン を 通 じ た サ ス

テ ナ ブ ル な 地 球 環 境 の 実 現 を 目 指 し ま

す 。
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気 候 変 動1 原 材 料2

廃 棄 物3 水 資 源4

カ ー ボ ン ニ ュ ー ト ラ ル

を 実 現 し ま す 。

原 材 料 の ト レ ー サ ビ リ
テ ィ を 高 め る と 共 に 、
環 境 負 荷 を 考 慮 し た 素
材 の 選 択 を 行 い ま す 。

廃 棄 物 を 極 力 出 さ な い
循 環 型 事 業 モ デ ル を 構
築 し ま す 。

水 使 用 量 を 抑 え ま す 。



8,421 7,776 7,641

2,833
2,703 2,467

842
762 776

Scope 3
2025年2月期までに30% CO2排出量を削減

(基準年2020年2月期)

CO2排出量の可視化
及び削減に向けた
ロードマップ策定

Scope 1 & 2

CO2排出量

[t-CO2e]

（国内のみ、推計値1)）

2020年2月期 2022年2月期2021年2月期

11,242
12,097

10,884

削減目標：-30%

2025年2月期

・・・
店舗(除FC)

オフィス
・事務所

自社工場
・センター

Scope 3におけるCO2排出量の
可視化及び削減に向けたロード
マップ策定

(2023/2期中の実現)

再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー リ ソ ー ス の 電 力 へ の 切 り 替 え

電 力 契 約 の 選 択 権 が あ る 路 面 店 ・ 事 業 所 / オ フ ィ ス ・ 工 場 に 対 し

て 、 環 境 価 値 が 付 随 す る 電 力 契 約 や 炭 素 排 出 量 ゼ ロ の 契 約 に 切 り

替 え ま す 。 ま た 、 新 規 出 店 分 に つ い て は 、 契 約 時 点 で 考 慮 し ま す 。

ゼ ロ エ ミ ッ シ ョ ン に 向 け た 施 策 の 実 施

受 注 生 産 や サ ン プ ル 作 成 の デ ジ タ ル 化 、 D 2 C ブ ラ ン ド 強 化 、 デ ジ

タ ル フ ァ ッ シ ョ ン 強 化 等 生 産 量 の 適 正 化 に 資 す る 取 り 組 み を 行 い

ま す 。

ス コ ー プ 3 に お け る C O 2 排 出 量 可 視 化 推 進 の た め の 組 織 体

制 構 築

今 期 ( 2 0 2 3 年 2 月 期 ) 中 に ス コ ー プ 3 の C O 2 排 出 量 算 出 に 向 け た 仕

組 み を 構 築 し ま す 。 な お 、 カ テ ゴ リ ① 購 入 し た 製 品 に つ い て は 、

S A C の H i g g イ ン デ ッ ク ス に も と づ き 素 材 の 違 い も 考 慮 し た 形 で

可 視 化 を 図 り ま す 。

1) CO₂排出量は、「特定排出者の事業活動に伴う温室効果ガスの排出量の算定に関する省令」の排出係数及び店舗の床面積を用いて算定した推
計値（算定対象のオフィス・事業所が所在する地域において電力供給を行っている一般送配電事業者の各年度の基礎排出係数を用いて算定）

長期目標：

中期目標：

2050年にカーボンニュートラル実現

温室効果ガス排出量の実質ゼロ実現

11

C a r b o n N e u t r a l

カ ー ボ ン ニ ュ ー ト ラ ル へ の チ ャ レ ン ジ

2 0 5 0 年 カ ー ボ ン ニ ュ ー ト ラ ル の 実 現 に 向 け て は 、 バ リ ュ ー チ ェ ー ン 全 体 で 発 生 す る C O 2 排 出 量 を 削 減

し ま す 。 そ の た め に 、 私 た ち は 、 主 に 製 造 プ ロ セ ス か ら 発 生 す る C O 2 排 出 に 責 任 を 持 ち 、 バ リ ュ ー

チ ェ ー ン 全 体 を 通 じ て 環 境 負 荷 の 可 視 化 ・ 低 減 に 取 り 組 み ま す 。
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8,500



C a r b o n N e u t r a l

カ ー ボ ン ニ ュ ー ト ラ ル / 水 使 用 量 削 減 へ の

チ ャ レ ン ジ

ア パ レ ル の 製 造 プ ロ セ ス で は 、 原 材 料 に よ り 環 境 負 荷 が 異 な る

点 を 強 く 受 け 止 め 、 自 社 で 使 用 す る 原 材 料 の 可 視 化 を 行 い 、

C O 2 排 出 や 水 使 用 に 対 し て 環 境 負 荷 の 低 い も の へ の 切 り 替 え や

そ の 開 発 を 戦 略 的 に 実 行 し ま す 。

環 境 負 荷 を 低 減 す る 素 材 の 選 択 と い う 長 期 目 標 達 成 に 向 け 、 新

素 材 の 開 発 に 注 力 し て い き ま す 。 ま た 、 素 材 メ ー カ ー や 新 興 ス

タ ー ト ア ッ プ 企 業 と の パ ー ト ナ ー シ ッ プ や 出 資 も 視 野 に 入 れ て

い き ま す 。
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原 材 料2

TSIグループ全体での、製造プロ
セスにおける水使用量の可視化
を実行

主要原材料のトレーサビリティ
100%を実現

原材料

水資源
水 使 用 量 の 状 況 を 踏 ま え た 、
削 減 施 策 ロ ー ド マ ッ プ 策
定 ・ 公 表

使 用 原 材 料 の 状 況 を 踏 ま え
た 、 環 境 負 荷 の 低 い 原 材 料
へ の 切 り 替 え ロ ー ド マ ッ プ
策 定 ・ 公 表

製造プロセスにおけ
る水使用量の削減

原材料選択による環
境負荷低減

長期目標：中期目標：

C A S E 環 境 負 荷 を 考 慮 し た 素 材 へ の 切 り 替 え

M A R G A R E T  H O W E L L ( 英 ) に よ る 、 サ ス テ ナ ブ ル コ ッ ト ン 活 用 に 向 け た

取 り 組 み

生 分 解 性 素 材 の 開 発

ト ス カ バ ノ ッ ク の E C O プ ロ ダ ク ト 開 発

ト ス カ バ ノ ッ ク は 、 環 境 に 配 慮 し た 地 球 に や さ し い タ グ フ ァ ス ナ ー を 開 発 し ま し た 。

本 製 品 は 、 土 の 中 の 微 生 物 に よ り 自 然 に 分 解 さ れ る 生 分 解 性 プ ラ ス チ ッ ク を 使 用 し た

も の と な っ て い ま す 。

C A S E

M A R G A R E T  H O W E L L ( 英 ) は 、 T S I ブ ラ ン ド の 中 で 先 行 し て 、 原 材

料 の ト レ ー ス や 改 善 す べ き 領 域 の 特 定 に 動 い て い ま す 。 ま た 、 世 界 最

大 の コ ッ ト ン サ ス テ ナ ビ リ テ ィ プ ロ グ ラ ム で あ る B E T T E R  

C O T T O N™️に 参 画 し 、 サ ス テ ナ ブ ル 素 材 の 使 用 量 を 増 や す た め の サ

プ ラ イ ヤ ー 連 携 を 行 っ て い ま す 。

主 要 原 材 料 の ト レ ー サ ビ リ テ ィ 1 0 0 % を 実 現 し た 後 に は 、

M A R G A R E T  H O W E L L ( 英 ) の よ う に 具 体 的 な 目 標 を 提 示 し 、 環 境 負

荷 の 低 減 に 向 け た 取 り 組 み を 実 行 す る ブ ラ ン ド を 増 や し て い き ま す 。



生地メーカー
保有

物流
センター

長期目標： 廃棄/無駄を生み出さない、循環型事業モデルの構築

Scope 1 & 2

2030年まで:

製造工程くず(繊維くず・原反)の廃棄
物量を減らす

2030年まで:

製造品の廃棄
物量を極小化

Scope 3

Scope 3における
廃棄物量の可視化
及び削減に向けた
ロードマップ策定

中期目標：

自社工場、センター別廃棄物量内訳 [t]1）

1)対象は国内アパレル事業。生地メーカー保有の廃棄物量については、数量[m]データにもとづき、外部倉庫廃棄量の単位当た
り重量[t/m]を掛けて算出した推計値。自社工場について、2020年に一時的に発生した、医療用ガウン（アイソレーションガウ
ン）のフル生産に伴うラミネート加工された不織布の裁断クズ廃棄量約120[t]は、一時的要因であることに鑑み除外

1

9

1 2
1

3

19 22

3

25 27

自社工場
（宮崎・米沢）

外部倉庫

2

古紙

廃プラ類(衣類含む）

段ボール

木くず

金属くず

Z e r o F a s h i o n - L o s s

フ ァ ッ シ ョ ン ロ ス ゼ ロ の 実 現

テ ク ノ ロ ジ ー を 活 用 し た ビ ジ ネ ス モ デ ル の ア ッ プ デ ー ト を 行 い 、

廃 棄 物 を 極 力 出 さ な い 循 環 型 事 業 モ デ ル を 構 築 し ま す 。
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生 産 量 の 適 正 化

総 消 化 率 の 改 善 に 向 け て 取 り 組 み ま す 。

自 社 の 強 み で あ る E C イ ン フ ラ ・ デ ー タ 基 盤 等 の デ ジ タ ル ツ ー ル や A I ・ 3 D  

C A D 等 新 た な テ ク ノ ロ ジ ー も 活 用 し つ つ 、 モ ノ づ く り の 製 造 プ ロ セ ス そ の

も の を 見 直 し 、 そ こ に 地 殻 変 動 を 起 こ し て い く こ と で 、 必 要 な タ イ ミ ン

グ ・ サ イ ク ル で 、 必 要 な 量 を 、 適 正 な 価 格 で 、 そ れ を 必 要 と す る お 客 さ ま

に 届 け る 製 造 プ ロ セ ス を 構 築 し ま す 。

廃 棄 に な り 得 る モ ノ の 再 活 用

リ ユ ー ス 率 ・ リ サ イ ク ル 率 ・ ア ッ プ サ イ ク ル / 再 生 販 売 率 の 向 上 に 向 け た 取

り 組 み を 継 続 強 化 し て い き ま す 。

不 良 品 廃 棄 ゼ ロ に 向 け 、 新 た な プ ロ セ ス を

廃 棄 物 の 中 で は 不 良 品 が 大 き な シ ェ ア を 占 め

て い ま す 。 こ の 廃 棄 ゼ ロ に 向 け て 最 も 大 切 な

こ と は 、 先 ず 良 品 の み を 仕 入 れ る こ と 。 そ し

て 私 た ち が 不 良 品 を 生 ま な い こ と で す 。 そ の

た め に 「 指 定 検 品 所 制 度 」 の 導 入 や 「 品 質 情

報 展 」 の 開 催 な ど を 実 施 し て き ま し た 。 そ れ

で も 発 生 す る 不 良 品 は 、 こ れ ま で の 社 員 販 売

に 加 え 、 今 後 は 外 部 サ ス テ ナ ブ ル 事 業 と も 協

業 し て ア ッ プ サ イ ク ル な ど の 新 し い プ ロ セ ス

を 積 極 的 に 増 や し て い き ま す 。

㈱TSI  SCMディビジョン
生産推進部 品質管理課長

瀬戸 浩

V O I C E

生地メーカー保有 物流センター
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C A S E 廃 棄 さ れ る 商 品 の 再 生 販 売

O V E R D Y E  P R O J E C T

製 造 プ ロ セ ス で 出 て し ま う 織 キ ズ や 染 ム ラ 等 、 普 段 使 い

に 支 障 が な い モ ノ を 、 新 た な 価 値 を 持 っ て 生 ま れ 変 わ る

「 O V E R D Y E  P R O J E C T 」 と し て 再 生 す る 取 り 組 み を

行 っ て い ま す 。

廃 棄 物3

C A S E 衣 料 品 の 回 収

5 ブ ラ ン ド が 衣 料 品 回 収 プ ロ ジ ェ ク ト 『 B R I N G T M 』 参 画

日 本 環 境 設 計 が 手 が け る 不 要 に な っ た 衣 類 や 繊 維 製 品 を リ サ イ ク ル

に 繋 げ る 衣 料 品 回 収 プ ロ ジ ェ ク ト 『 B R I N G T M 』 に 参 画 し て い ま す 。

お 客 さ ま と 共 に 、 フ ァ ッ シ ョ ン ロ ス ゼ ロ と カ ー ボ ン オ フ セ ッ ト を 同

時 に 実 行 し て い ま す 。

C A S E プ ラ ス チ ッ ク 使 用 量 の 削 減

ハ ン ガ ー の リ ユ ー ス

T S I グ ル ー プ で は 、 工 場 や 検 品 所 、 店 舗 で 多 く の ハ ン ガ ー を 使 用 し て い ま す が 、 使 い 捨

て る の で は な く 、 リ ユ ー ス す る 取 り 組 み を 実 施 し て い ま す 。 こ の よ う に 、 製 造 品 は も

ち ろ ん 、 副 資 材 に も 目 を 向 け 、 循 環 型 モ デ ル の 構 築 を 目 指 し ま す 。

Z e r o F a s h i o n - L o s s

フ ァ ッ シ ョ ン ロ ス ゼ ロ の 実 現

循 環 型 事 業 モ デ ル の 構 築 に 向 け て 資 源 の 再 活 用 を 始 め て い ま す 。

今 後 も 、 T S I グ ル ー プ 全 体 で の サ ス テ ナ ブ ル な 循 環 型 事 業 モ デ ル

の 構 築 に 挑 み ま す 。

V O I C E
お 客 さ ま と 楽 し み な が ら S D G s に 貢 献 し て

い き た い

2 0 1 9 年 か ら 各 ブ ラ ン ド の 店 頭 で 衣 料 回 収 イ ベ

ン ト を 開 催 し て い ま す 。 お 客 さ ま の S D G s に 対

す る 関 心 が 深 ま っ た り 、 お 持 ち 頂 い た お 洋 服 を

通 じ て 昔 話 が 盛 り 上 が る な ど 、 お 客 さ ま と 良 い

繋 が り が 持 て る 施 策 に な っ て お り ま す 。

今 年 は 衣 料 品 回 収 に 加 え 、 「 鎮 守 の 森 の プ ロ

ジ ェ ク ト 」 を 通 じ た 植 樹 を 再 開 す る 予 定 で す 。

お 客 さ ま の お 洋 服 が 、 再 生 繊 維 だ け で は な く 一

本 の 木 に 生 ま れ 変 わ る と い う イ ベ ン ト を 通 じ て 、

お 客 さ ま と 共 に 楽 し み な が ら S D G s に 貢 献 し て

い き ま す 。

㈱TSI  SI 事業部
事業統括ｾｸｼｮﾝ 営業

岡村 淳司
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Z e r o F a s h i o n - L o s s

フ ァ ッ シ ョ ン ロ ス ゼ ロ の 実 現

そ の 他 に も 、 地 球 環 境 マ テ リ ア リ テ ィ の 解 決 に 向 け て は 、

様 々 な 取 り 組 み を 進 め て い ま す 。

既 に 実 施 済 ・ 実 施 中 の 取 り 組 み

ク イ ッ ク か つ ス モ ー ル ス タ ー ト に 、 S C M デ ィ ビ ジ ョ ン 内 で 実 施 ・ 完 結 可

能 な 範 囲 か ら 具 体 的 な 施 策 を 行 っ て い ま す 。

例 ： 環 境 配 慮 型 副 資 材 へ の 転 換

( 商 品 包 装 袋 、 下 げ 札 、 ハ ン ガ ー カ バ ー 、 シ ョ ッ パ ー 等 )

今 後 を 見 据 え た 取 り 組 み ・ 構 想

今 後 は 、 S C M デ ィ ビ ジ ョ ン 内 に 留 ま ら ず 、 各 ブ ラ ン ド 事 業 部 と も 連 携 し

な が ら 、 事 業 戦 略 / S D G s 戦 略 に も 紐 づ い た よ り 全 社 的 な ア ク シ ョ ン を 検

討 し て い き ま す 。

例 ： 物 流 / 店 舗 と も 連 携 し た 、 繰 り 返 し 利 用 可 能 な 段 ボ ー ル へ の 切 り 替 え

例 ： 企 画 /  M D と も 連 携 し た 、 環 境 配 慮 型 素 材 を ベ ー ス と し た 商 品 の 開 発

例 ： 店 舗 / 生 産 と も 連 携 し た 、 回 収 衣 料 品 や 旧 品 在 庫 、 B 品 の 再 製 品 化

I N T E R V I E W ㈱TSI  SCMディビジョン
生産推進部 ロジスティクス課

山田 佳寛

グ ル ー プ の S D G s 推 進 室 発 足 に 併 せ て 、 S C M デ ィ ビ ジ ョ ン と し て 独 自 に 動 け る 部 分 は
早 々 に 動 き 出 そ う と い う こ と で 、 部 内 各 課 の 若 手 社 員 で 本 プ ロ ジ ェ ク ト が 始 動 し ま し
た 。 全 社 横 串 組 織 と い う S C M デ ィ ビ ジ ョ ン の 特 徴 を 活 か し 、 “ 縦 割 り の ブ ラ ン ド に 縛 ら
れ ず 社 を 横 断 し た 取 り 組 み を 実 現 し た い ” と い う 想 い が こ の プ ロ ジ ェ ク ト の 根 底 に あ り
ま す 。 そ の 想 い を 梃 に 、 ブ ラ ン ド に 縛 ら れ な い 、 か つ 、 S C M の 中 で ク イ ッ ク に で き そ
う な こ と と い う 観 点 で 、 ま ず は 物 流 セ ン タ ー に お い て 多 く 使 用 さ れ る 副 資 材 を 環 境 配
慮 型 の 素 材 に 転 換 し よ う と い う 取 り 組 み か ら 動 き 始 め ま し た 。

Q .  S D G s プ ロ ジ ェ ク ト と は ど の よ う な 取 り 組 み で す か 。

取 り 組 み を 始 め て か ら 感 じ た の は 、 S D G s を 考 え る に は ミ ク ロ と マ ク ロ 両 方 の 目 線 が 必
要 と い う こ と で す 。 S D G s は ビ ジ ネ ス の 根 幹 に 関 わ る 概 念 で あ り 、 施 策 の 方 向 性 を 考 え
る 際 に は 、 T S I ら し さ や 事 業 戦 略 を 考 え る 必 要 が あ り ま す 。 一 方 で 、 既 に 取 り 組 ん で い
る 副 資 材 の 切 り 替 え 等 は 、 日 々 物 流 セ ン タ ー へ 足 を 運 び 、 実 際 の 業 務 を そ の 目 で 見 て
い る メ ン バ ー が い た か ら こ そ 生 ま れ た 発 想 で す 。 こ の 現 場 視 点 も 課 題 の 抽 出 や 具 体 ア
ク シ ョ ン へ の 落 と し 込 み に 必 要 不 可 欠 で す 。 こ の マ ク ロ な 戦 略 視 点 と ミ ク ロ な 現 場 視
点 の バ ラ ン ス を 今 後 も 重 視 し て い き ま す 。

Q .  S D G s に 取 り 組 む 上 で 重 要 な こ と は 何 で す か 。

ク イ ッ ク に 完 結 で き る 現 状 の 取 り 組 み は 非 常 に 意 味 が あ る 一 方 で 、 S C M デ ィ ビ ジ ョ ン
の み で 行 え る こ と の 限 界 も 感 じ て い ま す 。 今 後 は 他 事 業 部 と の 連 携 を 強 化 し て 大 き な
ム ー ブ メ ン ト を つ く っ て い き た い で す 。 特 に 、 S D G s 推 進 の 全 社 方 針 や 体 制 が 整 っ て き
て お り 、 今 後 は そ の 可 能 性 も 高 ま っ て い る と 思 う の で 、 私 た ち の 活 動 が 社 内 の 多 く の
メ ン バ ー の 行 動 や 意 識 の 変 革 に も 繋 が れ ば 、 と 思 っ て い ま す 。
そ し て 、 現 場 感 を 持 つ 各 チ ー ム と 戦 略 的 な 意 思 決 定 を す る S D G s 推 進 室 、 事 業 部 の 想 い
を 巧 く ミ ッ ク ス さ せ る 取 り 組 み を 行 い 、 そ れ ら を 通 じ て お 客 さ ま に 新 し い 価 値 を 提 供
し て い き ま す 。

Q .  今 後 の 展 望 に つ い て 教 え て 下 さ い 。

マ ク ロ な 戦 略 視 点 と ミ ク ロ な 現 場 視 点 の バ ラ ン ス を 取 っ て

S D G s に 取 り 組 む こ と が 重 要 。



人 々 の 心 を 輝 か せ る 価 値 創 造

人 々 の 健 康 ・ 幸 せ に 繋 が る 価 値 を 創 造 し ま す 。
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共 に 価 値 を 創 出 す る

仲 間 の 権 利 も 守 る

– サ プ ラ イ チ ェ ー ン 全 体 で の 人
権 尊 重

多 様 性 と 柔 軟 性 あ る

ワ ー ク ラ イ フ

– ダ イ バ ー シ テ ィ あ ふ れ る 活 躍
– 変 化 に 合 わ せ た 、 柔 軟 な 働 き

方 ・ 制 度

2

16

フ ァ ッ シ ョ ン を 通 じ

て 新 た な 笑 顔 を

– 商 品 ・ サ ー ビ ス 購 入 を 通 じ た
社 会 課 題 解 決 へ の 貢 献
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O u r  C o m m i t m e n t s

人 間 へ の コ ミ ッ ト メ ン ト

人 々 の 心 を 輝 か せ る 価 値 創 造 の た め に 、 従 業 員 、 ビ ジ ネ ス パ ー ト

ナ ー 、 そ し て お 客 さ ま そ れ ぞ れ に 向 け ア プ ロ ー チ し て い き ま す 。

従 業 員

ダ イ バ ー シ テ ィ あ ふ れ る 活 躍 を 受 容 す

る 制 度 設 計 や 、 時 世 の 変 化 に 合 わ せ た

柔 軟 な 働 き 方 を 許 容 す る 制 度 設 計 な ど 、

「 み ん な が み ん な ら し く ワ ー ク ラ イ フ

に 多 様 性 と 柔 軟 性 を 」 得 ら れ る 労 働 環

境 を 整 備 し て い き ま す 。

ビ ジ ネ ス パ ー ト ナ ー

「 共 に 価 値 を 創 出 す る 仲 間 の 権 利 も 守

る 」 た め に サ プ ラ イ チ ェ ー ン 全 体 で の

人 権 を 尊 重 し ま す 。 そ し て 私 た ち の ビ

ジ ネ ス に 関 わ る す べ て の 労 働 者 の 権 利

を 守 り ま す 。

お 客 さ ま

「 フ ァ ッ シ ョ ン を 通 じ て 新 た な 笑 顔

を 」 つ く っ て い き ま す 。 お 客 さ ま の 社

会 課 題 解 決 へ の 貢 献 が で き る 商 品 ・

サ ー ビ ス の 企 画 開 発 や フ ァ ッ シ ョ ン に

お け る バ リ ア フ リ ー 化 を 図 り ま す 。

私 た ち の 事 業 活 動 の 根 底 に あ る の は 、

人 々 の 心 を 輝 か せ る よ う な 価 値 創 造 を

行 い た い と い う 想 い で す 。 幸 せ を 共 に

つ く り だ す の も 、 提 供 し 合 う の も す べ

て 人 で あ り 、 幸 せ の 源 泉 た る 存 在 で す 。

私 た ち の 事 業 活 動 に 携 わ る す べ て の 人

の 健 康 ・ 幸 せ に 繋 が る フ ァ ッ シ ョ ン エ

ン タ ー テ イ ン メ ン ト を 創 造 し て い か な

け れ ば な ら な い と 理 解 し て い ま す 。

こ の 認 識 の も と 、 T S I グ ル ー プ で は 私

た ち の ビ ジ ネ ス に 関 わ る す べ て の 皆 さ

ま が 、 身 体 的 に も 精 神 的 に も “ 幸 せ ” な

状 態 で 活 躍 し 、 充 実 し た 生 活 が で き る

こ と を 目 指 し ま す 。

17

ダ イ バ ー シ テ ィ５ 健 康 ・ 安 全6

従 業 員 幸 福 度7 公 正 な 労 働8

ダ イ バ ー シ テ ィ あ ふ

れ る 誰 も が 活 躍 で き

る 環 境 を 整 え ま す 。

価 値 創 造 の 源 泉 で あ る
従 業 員 の 身 体 的 ・ 精 神
的 な 健 康 を 守 り ま す 。

従 業 員 の 経 済 的 な 満
足 ・ 精 神 的 な 充 足 ・
自 己 実 現 / 成 長 に も 繋
が る 価 値 創 造 を 実 現
し ま す 。

私 た ち の 価 値 創 出 に 資

す る サ プ ラ イ チ ェ ー ン

上 の す べ て の 人 間 の 人

権 を 尊 重 し ま す 。
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D i v e r s i t y

ワ ー ク ラ イ フ に 多 様 性 と 柔 軟 性 を

T S I グ ル ー プ で は 、 「 み ん な が み ん な ら し く 、 ワ ー ク ラ イ フ に 多 様 性 と 柔 軟 性 を 」 を 実 現 す る た め の

取 り 組 み を こ れ ま で も 、 こ れ か ら も 積 極 的 に 推 進 し 、 ダ イ バ ー シ テ ィ あ ふ れ る 誰 も が 活 躍 で き る 環 境

を 整 え ま す 。

2022年2月時点 2025年

性別に
依らない
活躍指標

ライフ
ステージに
依らない
活躍指標

個人の
多様性を
活かす
活躍指標

女性
管理職比率1)

女性
社員比率1)

育児休業取
得率2)

育児休業取得
からの復職率2)

育児休業取得
からの定着率2)

27%

73%

29%

71%

40%
60%

グループ
全体 2025年までに

女性管理職比率
40%を目指す

98%

93%

84%

高水準な指標を
TSIグループ全
体で達成・維持
していくことを
目指す

98%

93%

84%

女性

男性

障がい者
雇用比率3)

2.5%
(法定雇用率2.3%)

法定雇用率+0.1%以上の
水準維持・改善を目指す

– 管 理 職 登 用 要 件 ・ ス キ ル マ ッ プ 策 定

– 管 理 職 要 件 を 踏 ま え た 評 価 制 度 改 訂

– 管 理 職 育 成 ・ 教 育 プ ロ グ ラ ム の 作 成

– 管 理 職 キ ャ リ ア パ ス の 可 視 化 ・ 例 示

– 次 世 代 管 理 職 を 育 成 す る た め の 現 管 理

職 向 け 教 育

– 高 水 準 な 指 標 を 支 え る 、 手 厚 い 出 産 ・

育 児 ・ 介 護 に 係 る 制 度 の 継 続 的 な 運 用

– ラ イ フ ス テ ー ジ に 依 ら な い 活 躍 を 実 現

す る た め の マ ネ ジ メ ン ト 教 育

– 障 が い 者 が 活 躍 す る 対 象 業 務 領 域 拡 大

– L G B T Q / 夫 婦 別 姓 / 事 実 婚 等 を 考 慮 し

た 就 業 規 則 の 改 定 ・ 慶 弔 見 舞 金 制 度 の

導 入

実 現 に 向 け た 取 り 組 み の 一 例

ダ イ バ ー シ テ ィ5

1) ㈱TSIホールディングス、㈱TSI、㈱上野商会、㈱アンドワンダー、Laline JAPAN㈱、Urth Caffe JAPAN㈱、㈱HYBES、㈱TSIソーシャルワークス、㈱エス・グルーヴ、㈱プラックスの10社を対象とした数値（2022/2/1時点）;  
2) ㈱TSIホールディングス、㈱TSI、㈱上野商会、㈱アンドワンダー、Laline JAPAN㈱、Urth Caffe JAPAN㈱、㈱HYBES、㈱TSIソーシャルワークス、㈱エス・グルーヴ、㈱プラックスの10社を対象とした数値であり、集計期間は2021年1~12月の1
年間;  3) 特例認定会社7社（㈱TSIホールディングス、㈱TSI、㈱アルページュ、Laline JAPAN㈱、 ㈱TSIソーイング、㈱エス・グルーヴ、㈱TSIソーシャルワークス）を対象とした数値（2021/11/15時点）

主要KGI：

V O I C E

安 心 か つ 柔 軟 に －

働 き 方 の 多 様 性 を 実 現

2 0 2 1 年 に 当 社 グ ル ー プ 全 体 で の 障

が い 者 雇 用 推 進 に 向 け た 特 例 子 会 社 を

設 立 し ま し た 。 行 政 や 学 校 と 強 い 連 携

を 構 築 し 、 誰 も が 安 心 安 全 に 、 い き い

き と 働 け る よ う き め 細 や か な サ ポ ー ト

を 行 っ て い ま す 。

ま た 、 女 性 社 員 比 率 が 高 い こ と に 配 慮

し 、 2 0 0 7 年 よ り 育 児 短 時 間 勤 務 の 対

象 期 間 を 小 学 校 卒 業 ま で と し て い ま す 。

出 産 ・ 育 児 に 関 す る 法 律 や 社 内 規 程 に

つ い て 丁 寧 に コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を 重

ね 、 そ の 成 果 と し て 育 児 休 業 取 得 率 ・

復 職 率 ・ 休 業 定 着 率 共 に 高 い 数 値 を 達

成 し て い ま す 。

㈱TSI ｺｰﾎﾟﾚｰﾄﾃﾞｨﾋﾞｼﾞｮﾝ
人事部 人事課 ｴｷｽﾊﾟｰﾄ

辻本 マリコ
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従 業 員 の 身 体 的 ・ 精 神 的 な 健 康 を 守 る

労 働 安 全 衛 生 委 員 会 の 開 催 や ス ト レ ス チ ェ ッ ク の 実 施 等 、 法 令 に 基 づ く 体 制 の 整 備 に 加 え て 、 昨

今 の コ ロ ナ 禍 で 従 業 員 の 生 活 を 守 る た め に で き る こ と を 臨 機 応 変 に 実 施 し て い ま す 。

ま た 、 働 き 方 改 革 の 一 環 と し て 国 内 す べ て の オ フ ィ ス に お い て テ レ ワ ー ク 勤 務 を 推 奨 し 、 そ の 結

果 と し て 労 働 時 間 の 削 減 を 達 成 し ま し た 。 引 き 続 き 、 ワ ー ク ラ イ フ バ ラ ン ス の 実 現 を 目 指 し て い

き ま す 。
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健 康 ・ 安 全6

2022年2月時点 2025年

健康・安全な
職場づくりに
向けた指標

個人の
心と身体の
健康づくりに
向けた指標

労働関連
死亡者数1)

労働関連
傷害者数1)

労働関連
疾病者数1)

0人

15人

0人

TSIグループ全
体での0人の維
持・継続を目
指す

0人

0人

0人

健康診断
実施率1)

90% 100% 全社員実施を
目指す

主要KGI：

個人の
ワークライフ
バランス実現
に向けた指標

時間外
労働平均1)

4.2時間 時間外労働の抑制を目指す

1) ㈱TSIホールディングス、㈱TSI、㈱上野商会、㈱アンドワンダー、Laline JAPAN㈱、Urth Caffe JAPAN㈱、㈱HYBES、㈱TSIソーシャルワークス、㈱エス・グルーヴ、
㈱プラックスの10社を対象とした数値。なお、役員、アルバイトは含まず。集計期間は2021年1~12月の1年間

– 安 全 衛 生 委 員 会 の 広 報 活 動

– 改 善 施 策 活 用 に 向 け た 、 ス ト

レ ス チ ェ ッ ク の 活 用

– 従 業 員 の ヘ ル ス リ テ ラ シ ー 向

上 に 向 け た 取 り 組 み の 実 施

– 働 き 方 の 柔 軟 性 向 上 に 向 け た

取 り 組 み の 実 施

– フ レ ッ ク ス 制 度 / 時 短 勤 務 制

度 の 整 備

– 副 業 解 禁

実 現 に 向 け た 取 り 組 み の 一 例

V O I C E

㈱TSI ｺｰﾎﾟﾚｰﾄﾃﾞｨﾋﾞｼﾞｮﾝ
総務部総務課 伊藤 花波

「 従 業 員 の た め に 」 を 常 に 念 頭 に

2 0 2 1 年 6 月 下 旬 よ り T S I グ ル ー プ 直 営 店

を 対 象 に 、 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 抗 原 検 査

キ ッ ト 「 I C h e c k （ ア イ チ ェ ッ ク ） 」 を 配

布 し 、 就 業 中 ス タ ッ フ の 体 調 不 良 や 感 染 の

疑 い が あ る 際 に 使 用 し て い ま す 。 市 場 で 入

手 困 難 だ っ た 時 期 は 特 に 重 宝 さ れ ま し た 。

ま た 、 自 宅 療 養 の 社 員 に は 、 非 常 食 用 セ ッ

ト の 送 付 支 援 や 配 食 サ ー ビ ス 、 ネ ッ ト ス ー

パ ー の 利 用 支 援 を 実 施 す る な ど 、 罹 患 す る

と 困 難 な 食 料 確 保 の サ ポ ー ト に 取 り 組 ん だ

り 、 ワ ク チ ン 接 種 で 具 合 の 悪 く な っ た 人 に

は 特 別 休 暇 を 認 め る 等 、 法 規 制 を 上 回 る 対

応 を す る こ と が と て も 多 か っ た と 感 じ て い

ま す 。

法 令 や K G I に も と づ い て 、 き ち ん と 制 度

設 計 を す る こ と は も ち ろ ん で す が 、 従 業 員

の 安 全 ・ 健 康 を 守 る と い う 目 的 の た め に

や っ て い る と い う こ と を 意 識 し て 、 今 後 も

改 善 を 重 ね て い き ま す 。
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健 康 ・ 安 全6ダ イ バ ー シ テ ィ5

D i v e r s i t y & I n c l u s i o n

ダ イ バ ー シ テ ィ & イ ン ク ル ー ジ ョ ン

実 現 に 向 け た 取 り 組 み 状 況

仲 間 の 個 性 を 最 大 限 活 か す た め 、 身 体 的 ・ 精 神 的 な 健 康 の 担

保 と ダ イ バ ー シ テ ィ & イ ン ク ル ー ジ ョ ン を 実 現 す る た め の 取

り 組 み を 進 め て い き ま す 。

C A S E イ ン ク ル ー ジ ョ ン を 起 点 と し た 新 た な 価 値 創 出

障 が い 者 が 活 躍 す る 農 園 × U r t h C a f f e

T S I グ ル ー プ で は 、 障 が い を 持 つ 社 員 が 、 店 舗 や 縫 製 工 場 、 セ

ン タ ー 等 で 様 々 な 業 務 に 従 事 し て い ま す 。 そ の 中 で も 、 特 徴 的

な も の に 農 園 で の 野 菜 の 栽 培 が あ り ま す 。 野 菜 を 育 て 収 穫 ・ 包

装 ・ 出 荷 ま で 一 貫 し て 行 っ て い ま す 。 現 在 、 こ こ で 収 穫 さ れ た

野 菜 を U r t h C a f f e で 新 た な メ ニ ュ ー と し て お 客 さ ま に 提 供 す

る 取 り 組 み を 進 め て い ま す 。 こ の よ う に 、 障 が い 者 の 活 躍 を 社

会 に 対 し て 形 に し 、 新 た な 価 値 を 創 出 し て い く こ と 、 ま た 、 そ

れ ら を 通 じ て 働 き が い を 感 じ な が ら 活 躍 で き る 環 境 を 目 指 し て

い ま す 。

C A S E 多 様 性 と 柔 軟 性 を も た ら す ワ ー ク ラ イ フ サ ポ ー ト

柔 軟 性 を 生 む 制 度 設 計

組 織 風 土 ・ 文 化 の 異 な る 各

社 を 統 合 し た T S I グ ル ー プ

の 個 性 に 対 応 す る た め 、 多

様 な 勤 務 制 度 ( フ レ ッ ク ス 勤

務 制 度 、 時 短 勤 務 、 副 業 制

度 等 ) と 、 多 様 な 研 修 制 度 を

設 定 。 社 内 公 募 や ジ ョ ブ

ロ ー テ ー シ ョ ン も 導 入 し 、

職 務 ・ 職 種 ・ 職 歴 の 多 様 性

を 柔 軟 に 受 け 止 め な が ら 、

人 事 制 度 の 適 正 な 運 用 を

図 っ て い ま す 。

数値で見る“ダイバーシティ/ 健康・安全”

育児休業取得率 1)

98.1%

育児休業復職後定着率 2)

84.2%

時短勤務可能期間
(法定では3歳まで)

小学校卒業
まで

育児休業復職率 1)

93.2%

1人当たりの
月平均時間外労働 3)

4.2時間

介護休業の通算取得日数
(法定では93日まで)

最大365日

まで

1)2)3) ㈱TSIホールディングス、㈱TSI、㈱上野商会、㈱アンドワンダー、Laline JAPAN㈱、Urth Caffe 
JAPAN㈱、㈱HYBES、㈱TSIソーシャルワークス、㈱エス・グルーヴ、㈱プラックスの10社を対象とした数値
※対象期間：1)2021/1月～12月の1年間、2)2020/1月以降に復職し、12ヵ月後も在籍している者、3)2021/3
月～2022/2月の1年間

職位
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研修
選択
研修販売部門

管
理
職

トップ

ミドル

ロワー

一
般
社
員

中堅

若年層

新人 新入社員研修
フォローアップ

研修

セールスプロ
デュース研修

若手社員研修
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I N T E R V I E WI N T E R V I E W
㈱TSI ROSE BUD事業部

Directorセクション長 大野 麻美

大 学 時 代 の ア ル バ イ ト を 経 て 、 2 0 0 4 年 に ㈱ ロ ー ズ バ ッ ド へ 入 社 。 渋 谷 店 の
シ ョ ッ プ ス タ ッ フ と し て 勤 務 後 、 2 0 0 7 年 銀 座 店 オ ー プ ン 時 に 店 長 と し て 異
動 し ま し た 。 渋 谷 店 で は シ ョ ッ プ プ レ ス の 兼 務 を き っ か け に 本 社 プ レ ス を 目
指 し て い ま し た が 、 銀 座 店 で の 店 舗 運 営 経 験 に よ っ て キ ャ リ ア の 方 向 性 が 変
わ り 、 2 0 1 1 年 に エ リ ア マ ネ ー ジ ャ ー 、 2 0 1 6 年 に は 統 括 マ ネ ー ジ ャ ー に 昇 格 。
出 産 も 視 野 に 入 れ て い た た め 、 仕 事 と の 両 立 に 悩 み ま し た が 、 「 ラ イ フ ス
テ ー ジ を 理 解 し た 上 で 任 せ た い 」 と 当 時 の 上 司 が 背 中 を 押 し て く れ ま し た 。

Q . こ れ ま で の キ ャ リ ア に つ い て 教 え て 下 さ い 。

2 0 1 7 年 に 第 一 子 、 2 0 2 0 年 に 第 二 子 を 出 産 し 、 2 度 の 産 休 ・ 育 休 を 経 験 。 1
人 目 の と き は 第 一 線 か ら 離 れ る こ と で キ ャ リ ア ア ッ プ へ の 影 響 が 不 安 で し た
が 、 「 待 っ て い る よ 」 と い う 会 社 か ら の 言 葉 で 「 復 帰 し た ら 頑 張 ろ う 」 い う
気 持 ち が 高 ま り ま し た 。 法 律 で 定 め ら れ た 制 度 な の で す が 、 取 得 し や す い 環
境 が 整 備 さ れ て い る の で 、 安 心 し て 利 用 す る こ と が で き ま し た 。 ま た 、 復 職
後 の 時 短 勤 務 も 子 ど も が 小 学 校 を 卒 業 す る ま で 認 め ら れ て お り 、 柔 軟 か つ 長
期 的 な 働 き 方 を 可 能 に し て い ま す 。

Q . 産 休 ・ 育 休 を 取 得 し て い か が で し た か ？

復 職 し て み て 初 め て 分 か る こ と も 多 く 、 制 度 の 活 用 に お い て は 会 社 や 家 族 と
の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を 重 ね 、 「 自 分 自 身 が ど う し た い か 」 と い う 意 思 を 共
有 す る こ と が 大 切 だ と 感 じ ま し た 。 そ し て 受 け 身 で は な く 、 時 間 制 限 が あ る
中 で 、 会 社 に ど う 貢 献 で き る か を 提 示 す る こ と も 必 要 だ と 思 い ま す 。
次 の ス テ ッ プ と し て は 後 進 の 育 成 で す 。 ブ ラ ン ド の 成 長 に は 人 の 成 長 が 伴 い 、
一 人 ひ と り の 成 長 が 会 社 の 力 に な り ま す 。 未 来 を 担 う 新 た な 人 材 を 育 て 、 自
身 も ま た 新 た な 分 野 に チ ャ レ ン ジ し て い き ま す 。

Q . 今 後 の 展 望 に つ い て 教 え て 下 さ い 。
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制 度 ・ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ・ 意 思 の バ ラ ン ス で 実 現 。

自 己 成 長 に 繋 が る 機 会 と し て 、 キ ャ リ ア 形 成 に 繋 げ て

い ま す 。

21

共 に 働 き 、 活 躍 し て い る 仲 間 の 声

O u r  C o l l e a g u e s

㈱TSIソーシャルワークス
特例雇用推進部 中塚 直哉

当 社 の 特 例 子 会 社 と し て 、 グ ル ー プ 各 社 の 障 が い 者 雇 用 を 担 っ て い ま す 。 障
が い を 持 つ 4 3 名 の 従 業 員 が 在 籍 し 、 物 流 セ ン タ ー や B 品 管 理 セ ン タ ー 、 E C
さ さ げ セ ン タ ー 、 農 園 の 4 拠 点 で 様 々 な 業 務 に 従 事 し て い ま す 。 全 員 が 安 心
し て 力 を 発 揮 で き る よ う 、 私 の 役 割 と し て は 各 事 業 所 の 管 理 者 と 情 報 共 有 を
行 い 、 個 人 や 業 務 の 課 題 解 決 に あ た る こ と 。 仕 事 、 健 康 状 態 、 生 活 そ れ ぞ れ
の 状 況 に お い て 、 一 つ で も 不 都 合 が あ る と 就 労 が 難 し く な る た め 、 マ ネ ジ メ
ン ト に 限 ら ず そ の 3 つ の バ ラ ン ス に 配 慮 し な が ら 支 援 を 行 っ て い ま す 。

Q .  ㈱ T S I ソ ー シ ャ ル ワ ー ク ス の 役 割 に つ い て 教 え て 下 さ い 。

い き い き と 働 け る よ う 、 「 で き る 人 が 、 で き る こ と を 、 で き る だ け 」 取 り 組
め る 環 境 づ く り を 推 進 し て い ま す 。 ど の 作 業 が で き る か 、 で き る 可 能 性 が あ
る 作 業 か 、 難 し い 作 業 か な ど 、 職 務 能 力 を 細 分 化 し て 個 々 の ス キ ル を 把 握 し
て い ま す 。 ま た 、 ジ ョ ブ ロ ー テ ー シ ョ ン に お け る 様 々 な 業 務 経 験 に よ り 、 適
応 力 や モ チ ベ ー シ ョ ン の 向 上 を は じ め 、 確 実 な 成 長 を 促 し て い ま す 。 指 導 す
る 中 で の 難 し さ も あ り ま す が 、 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 積 み 重 ね で 生 ま れ た 信
頼 関 係 は 、 お 互 い の 自 信 と 歓 び に 繋 が っ て い る と 感 じ て い ま す 。

Q . 働 き や す い 環 境 づ く り に つ い て 聞 か せ て 下 さ い 。

次 の 課 題 は 「 で き る 場 所 」 、 つ ま り 働 き 方 の 多 様 化 で す 。 現 場 業 務 に 限 ら れ
る 現 状 、 長 期 化 す る コ ロ ナ 禍 は も と よ り 、 定 着 や 雇 用 推 進 に 向 け て テ レ ワ ー
ク も 視 野 に 入 れ た 体 制 づ く り を 行 っ て い く こ と が 必 要 だ と 考 え て い ま す 。
フ ァ ッ シ ョ ン が 好 き と い う 方 も た く さ ん い ま す 。 夢 の よ う な 話 か も し れ ま せ
ん が 、 自 分 た ち の 経 験 を も と に 、 障 が い 者 の ニ ー ズ を か な え る 服 を 自 社 で 開
発 で き る と 彩 り 豊 か な 創 造 が 広 が る と 思 い ま す 。 社 会 、 T S I グ ル ー プ の 一 員
と し て 共 感 で き る 職 場 づ く り を さ ら に 目 指 し て い き ま す 。

Q . 今 後 の 展 望 に つ い て 教 え て 下 さ い 。

障 が い 者 の 活 躍 、 定 着 、 雇 用 を 積 極 的 に 推 進 。

個 性 を 大 切 に 、 一 人 ひ と り が 自 分 ら し く 輝 け る 場 所

を 創 出 し て い き ま す 。
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従 業 員 幸 福 度7

E m p l o y e e  S a t i s f a c t i o n

従 業 員 の 自 己 成 長 に 繋 げ る 価 値 創 造

従 業 員 一 人 ひ と り が 多 様 性 を 活 か し

て 柔 軟 に 業 務 に 取 り 組 め る 環 境 を つ

く る た め に 、 従 業 員 満 足 度 調 査

( e N P S ) を 実 施 し て い ま す 。 2 0 2 1

年 の 調 査 ( 回 答 従 業 員 ： 5 2 7 名 1 ) ) を

踏 ま え 、 各 事 業 に て 、 労 務 環 境 改 善

の た め の 施 策 に 取 り 組 ん で い ま す 。

今 後 も 年 に 1 度 、 実 施 し て い く 予 定

で す 。

長期目標： 従業員満足度(eNPS)の恒常的な改善・向上

従業員満足度
モニタリング
指標

指標結果を踏
まえた取り組
みの実行

主
な
調
査
項
目

経営メッセージ
ビジョン、指導力、社会貢献、ブランド

コミュニケーション
コミュニケーションの機会と場、フィードバック、
オープンな文化

組織運営体制
ルール・制度、評価・扱い、処遇・環境

相互尊重
会社と自分の関係、会社とチームの関係、
チームと自分の関係

成長・育成
成長機会、意思決定機会、創造性創出機会

目指す姿と
満足度調査結果の
ギャップを特定

詳細な調査項目の
設定によるeNPS
の要因分析適切なレイヤー

での改善施策
の実施

定期的な
調査による

定点効果観測

課題

特定

要因

分析

改善

施策

効果

検証

定期的な従業員満足度調査（eNPS）の実施・定点観測

– eNPSの恒常的な改善に向けた管理

– 調査概要/項目については公表想定

1) 調査対象は㈱TSIホールディングス及び㈱TSI。
今後はTSIグループ全正社員を対象とする予定



長期目標： サプライチェーン全体での人権尊重

中期目標： 2025年までにTSIグループ内すべての仕入先及び指定検品所にお
ける取引先行動規範署名の獲得、及びその管理・運用体制の構築

社内周知 社外周知 管理・運用
実行済1)

今後実行予定

– 取引先行動規範送
付・問合せ対応
(現状、国内のみ)

– 確認書回収

– 取引先行動規範の周
知活動
(説明会・社内広報・
社内報、等)

– 取引先行動規範の周
知活動
(説明会・社内広報・
社内報等)

– 取引先行動規範送
付・問合せ対応

– 確認書回収

• 安全かつ衛生的な
労働条件

• 児童労働の禁止

• 生活賃金の保証

• 法定労働時間遵守

• 差別の禁止

• 正規雇用の適用

• 過酷・非人道的な
扱いの禁止

• 環境保全

そ
の
他

グ
ル
ー
プ
会
社

Ｔ
Ｓ
Ｉ
・

ア
ン
ド
ワ
ン
ダ
ー

Ｔ
Ｓ
Ｉ
グ
ル
ー
プ

– PLMシステムで
の管理

– 新規取引先に対
する周知・回収

– 行動規範の定期
更新

– 監査

取引先行動規範
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公 正 な 労 働8

主な記載内容

• 就労選択の自由

• 結社の自由と団体
交渉の権利の尊重

• 危険物取扱い

• 倫理、贈収賄、汚
職について

• 下請けと在宅就業

1) 2022年3月31日時点

R e s p e c t  f o r  H u m a n  R i g h t s

サ プ ラ イ チ ェ ー ン 上 の す べ て の 人 間 の

人 権 を 尊 重 し ま す

T S I グ ル ー プ で は 、 公 正 な 労 働 の 実 現 に 向 け 、 2 0 2 2 年 1 月

に 取 引 先 行 動 規 範 を 改 訂 し 、 サ プ ラ イ ヤ ー へ の 周 知 活 動 を

始 め て い ま す 。

今 後 は 対 象 を 広 げ る と 共 に 、 管 理 ・ 運 用 体 制 を 構 築 し 、 継

続 し て 、 共 に 価 値 を 創 出 す る パ ー ト ナ ー / 工 場 の 人 権 を 守 る

取 り 組 み を 進 め ま す 。

㈱TSI  SCMディビジョン
生産推進部 品質管理課

荷見 早苗

V O I C E 人 権 尊 重 に 向 け て

サ プ ラ イ チ ェ ー ン か ら 強 制 労 働 等 を 排 除

す る 仕 組 み が 求 め ら れ て い ま す 。 2 0 1 8

年 よ り 主 要 仕 入 先 様 の 約 2 0 0 社 か ら C S R

の 取 り 組 み 確 認 書 を 頂 い て い ま し た が 、

新 た に 「 T S I 取 引 先 行 動 規 範 」 を 策 定 し

ま し た 。 対 象 も す べ て の 仕 入 先 様 に 拡 げ 、

2 0 2 2 年 1 月 か ら 署 名 を 頂 い て い ま す 。 ま

ず は 取 引 先 様 に も ご 理 解 頂 き な が ら 、

T S I グ ル ー プ 全 体 で の 取 り 組 み と し て 運

用 で き る よ う に 尽 力 し て い き ま す 。
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S m i l e s !

フ ァ ッ シ ョ ン を 通 じ て 新 た な 笑 顔 を !

私 た ち は 自 分 た ち が 生 み 出 す 商 品 や サ ー ビ ス を 起 点 に 、 様 々 な お

客 さ ま の 様 々 な シ ー ン に 寄 り 添 い な が ら 、 新 た な 笑 顔 を 生 み 出 し

て い き ま す 。

C A S E 次 世 代 に 向 け た 子 供 た ち に も 笑 顔 を

「 D O R A E M O N  × J a c k  B u n n y ! !  ゴ ル フ コ ン ペ テ ィ シ ョ ン 2 0 2 1 」

お 客 さ ま 参 加 型 イ ベ ン ト 「 D O R A E M O N  × J a c k  B u n n y ! !  ゴ ル フ コ ン ペ テ ィ

シ ョ ン 2 0 2 1 」 を 開 催 し ま し た 。 コ ー ス 内 に ド ラ え も ん の 「 ひ み つ 道 具 」 が 登 場

す る ホ ー ル や 、 ド ラ え も ん な ら で は の ル ー ル で 行 わ れ る ア ト ラ ク シ ョ ン ホ ー ル 等

様 々 な 演 出 が あ り 、 大 人 の ス ポ ー ツ の イ メ ー ジ が 強 い ゴ ル フ に 対 し て 、 大 人 は も

ち ろ ん 、 子 供 ま で 楽 し め る イ ベ ン ト を 通 じ て 、 次 世 代 の 子 供 た ち を も 笑 顔 に し て

い ま す 。

C A S E 働 く シ ー ン に も フ ァ ッ シ ョ ン の 楽 し さ を

N A N O  u n i v e r s e に よ る 保 育 士 制 服 の プ ロ デ ュ ー ス

㈱ n e x u s が 運 営 す る M e m o r y t r e e 保 育 園 の 保 育 士 制 服 を プ ロ

デ ュ ー ス し ま し た 。 当 製 品 は 、 “ 仕 事 終 わ り に も そ の ま ま 着 て い

け る お し ゃ れ 制 服 を “ と い う コ ン セ プ ト の も と 、 現 場 で 働 く 保 育

士 さ ん の リ ア ル な 視 点 や ニ ー ズ を ヒ ア リ ン グ し な が ら 、 ト レ ン

ド も 取 り 入 れ 、 か つ 保 育 を 行 う 上 で 作 業 を し や す い 機 能 も 担 保

さ れ て い ま す 。

今 後 も 様 々 な 人 や 様 々 な シ ー ン を 切 り 取 り な が ら 、 フ ァ ッ シ ョ

ン の 楽 し さ が 伝 わ る 、 商 品 ・ サ ー ビ ス の 企 画 開 発 を 行 い ま す 。

24

C A S E

T o g e t h e r  w i t h  E a r t h 開 催

㈱ ワ ー ル ド と ㈱ T S I は 2 0 2 2 年 3 月 、 売 り 場 を 連 動 さ せ た 初 の コ

ラ ボ レ ー シ ョ ン キ ャ ン ペ ー ン を 全 国 の 大 丸 ・ 松 坂 屋 ( 全 国 9 館 ･

9 2 店 舗 ) で 開 催 し ま し た 。 テ ー マ は 「 T o g e t h e r  w i t h  

E a r t h 」 。 サ ス テ ナ ブ ル 素 材 を 使 っ た 商 品 を 打 ち 出 し た ほ か 、

両 社 が 展 開 す る 衣 料 品 引 き 取 り キ ャ ン ペ ー ン も 開 催 し 、 新 商 品 、

ア ッ プ サ イ ク ル 、 衣 料 品 リ サ イ ク ル に い た る サ ス テ ナ ブ ル な 取

り 組 み を 、 企 業 の 枠 を 超 え て 発 信 し ま し た 。

「 サ ス テ ナ ブ ル 」 を テ ー マ に コ ラ ボ レ ー シ ョ ン

余 剰 在 庫 を 蘇 ら せ る ア ッ プ サ イ ク ル 商 品 の 販 売 も

h u m a n  w o m a n は 在 庫 品 の ニ ッ ト を リ メ イ ク 。 切 り 替 え

で 配 色 を 表 現 し 、 天 然 素 材 ・ ラ ミ ー の 魅 力 を よ り 引 き 出 す

新 た な デ ザ イ ン に ア ッ プ サ イ ク ル し て い ま す 。

余 剰 在 庫 を 蘇 ら せ る ア ッ プ サ イ ク ル 商 品 の 販 売 も



持 続 的 な 幸 せ を 分 か ち 合 う た め の 価 値 創 造

自 然 と 共 生 し な が ら サ ス テ ナ ブ ル な 地 域 社 会 の 実 現 を 目 指 し ま す 。
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お 客 さ ま も 地 域 も

私 た ち も 共 に 持 続

的 な ” 幸 せ ” を 分 か

ち 合 う

– 多 種 多 様 な 活 動 に よ る 持 続
可 能 な 地 域 へ の 貢 献

3
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L o c a l  C o m m u n i t y  

地 域 社 会 へ の コ ミ ッ ト メ ン ト

「 世 界 で 最 も 幸 せ な フ ァ ッ シ ョ ン カ ン パ ニ ー 」 を 実 現 す る た め に 、

ア パ レ ル 事 業 だ け で な く 、 人 々 の ラ イ フ ス タ イ ル を 彩 る コ ン テ ン

ツ の 開 発 、 社 会 課 題 解 決 型 の 新 規 事 業 の 創 出 に 取 り 組 み ま す 。

広 く 社 会 へ 目 を 向 け る と 、 既 に 環 境 破

壊 、 過 疎 化 な ど の 深 刻 な 問 題 を 抱 え る

地 域 社 会 が 多 く 見 受 け ら れ ま す 。

当 社 は 、 こ う し た 地 域 社 会 に 着 目 し 、

多 種 多 様 な ブ ラ ン ド 開 発 で 培 っ た ノ ウ

ハ ウ と 地 域 資 源 を 融 合 さ せ た 、 新 た な

ラ イ フ ス タ イ ル の 創 出 や 地 域 起 点 の モ

ノ づ く り な ど で 、 地 域 コ ミ ュ ニ テ ィ の

問 題 解 決 に 取 り 組 み 、 持 続 的 な 発 展 を

目 指 し た 活 動 を 行 っ て い き ま す 。
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地 域 コ ミ ュ ニ テ ィ9

自 社 の 技 術 や ノ ウ ハ ウ を 活 か し

て 地 域 社 会 や 地 球 環 境 の 保 全 に

寄 与 し 、 次 世 代 に 繋 ぐ 活 動 を 推

進 し ま す 。

こ れ ま で 私 た ち は 、 ア パ レ ル 事 業 だ け

で な く 、 化 粧 品 や 飲 食 、 住 居 設 計 な ど

人 々 の ラ イ フ ス タ イ ル を 彩 る コ ン テ ン

ツ の 開 発 を 展 開 し て き ま し た 。

今 後 は 、 地 域 社 会 と の 新 た な 接 点 を 築

き 、 当 社 グ ル ー プ の ブ ラ ン ド が プ ロ

デ ュ ー ス す る 商 品 や 施 設 開 発 な ど に よ

る 地 域 の 活 性 化 、 関 係 人 口 の 増 加 に も

貢 献 し て い き ま す 。

ま た 、 自 然 や 文 化 の 保 全 、 雇 用 の 創 出

に 努 め 、 自 然 と 共 生 し な が ら サ ス テ ナ

ブ ル な 地 域 社 会 の 実 現 を 目 指 し て い き

ま す 。
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地 域 社 会 の 課 題 解 決 に 向 け た 使 命

地 域 の 様 々 な 分 野 の パ ー ト ナ ー と 連 携 ・ 協 力 し な が ら 、 私 た ち が

ビ ジ ネ ス を 展 開 す る こ と に よ っ て 、 そ の 地 域 の 課 題 を 解 決 し 、 活

性 化 ・ 発 展 す る た め の 企 業 活 動 を 行 っ て い き ま す 。

私 た ち は 、 自 社 の 技 術 や ノ ウ ハ ウ を 活 か し て 、 地 域 社 会 や 地 域 環

境 維 持 の た め に で き る こ と を 考 え て 行 動 し 、 社 会 の 一 員 と し て 社

会 的 課 題 の 解 決 に 向 け た 使 命 と 責 任 を 果 た し ま す 。

V O I C E 事 業 を 通 じ て 貢 献 で き る こ と を

弊 社 で は チ ェ ー ン ソ ー を 使 用 す る 業 務 に 携 わ

る 方 の た め に 、 E U で 最 も 厳 格 な 品 質 基 準 で

あ る E N I S O  1 1 3 9 3 - 2 : 2 0 1 9 を 満 た す チ ェ ー

ン ソ ー 防 護 ズ ボ ン を 開 発 し 、 昨 年 か ら 販 売 し

て い ま す 。 上 川 町 と の 協 定 を 受 け 、 林 業 の 盛

ん な こ の 町 の た め に 今 年 か ら 提 供 さ せ て 頂 く

こ と が 決 ま り ま し た 。 町 の ニ ー ズ を 伺 っ て こ

れ か ら も 工 場 の 技 術 を 利 用 し て で き る こ と を

進 め て い き ま す 。
㈱TSIソーイング

代表取締役社長 西内 渉

C A S E 地 域 密 着 型 の 新 た な ラ イ フ ス タ イ ル や モ ノ づ く り 創 出

北 海 道 上 川 町 と 新 た な 価 値 を 生 む 地 域 づ く り を 目 指 す 包 括 連 携 協 定

北 海 道 上 川 町 は 、 近 年 官 民 一 体 と な り 積 極 的 に 観 光 振 興 や 雇 用 創 出 等 様 々 な 地 域 創 生

プ ロ ジ ェ ク ト に 取 り 組 ん で い ま す 。 こ う し た 取 り 組 み や 想 い に 共 感 を 得 た 私 た ち は 、

上 川 町 と 包 括 連 携 協 定 を 締 結 し ま し た 。 上 川 町 の 皆 さ ん の 生 活 に 寄 り 添 い 、 持 続 可 能

な 循 環 を つ く っ て い き た い と 考 え て い ま す 。

地 域 の 人 々 の 想 い を 次 世 代 に 繋 ぐ

想 い を 紡 ぐ 、 リ メ イ ク プ ロ ジ ェ ク ト 構 想

北 海 道 上 川 町 と の 連 携 の 中 で 進 め て い る も の の 一 つ と

し て 、 リ メ イ ク プ ロ ジ ェ ク ト 構 想 が あ り ま す 。 こ れ

は 、 親 ・ 祖 父 母 世 代 が 着 用 ・ 使 用 し て い た ア パ レ ル 製

品 を 新 た な モ ノ へ と リ メ イ ク し 、 次 代 の 子 供 ・ 孫 世 代

に 繋 げ て い く と い う 取 り 組 み で す 。

単 な る リ メ イ ク 事 業 で は な く 、 フ ァ ッ シ ョ ン 企 業 と し

て 、 ヒ ト の 想 い を 紡 ぎ 、 繋 い で い く こ と で 地 域 や 社 会

に 持 続 的 な 貢 献 を 行 っ て い き ま す 。

C A S E
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社 会 的 な 責 任 を 果 た す た め に

持 続 可 能 な 未 来 社 会 の 構 築 に 貢 献 し ま す 。

C S R
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C S R 基 本 方 針

T S I グ ル ー プ は 、 「 私 た ち は 、 フ ァ ッ シ ョ ン を 通 じ て 、 人 々 の

心 を 輝 か せ る 価 値 を 創 造 し 、 明 日 を 生 き て い く 歓 び を 、 社 会 と

共 に 分 か ち 合 い ま す 」 と い う 経 営 理 念 の も と 、 事 業 活 動 を 通 じ

て 、 あ ら ゆ る ス テ ー ク ホ ル ダ ー と 共 に 持 続 可 能 な 未 来 社 会 を 築

い て い き ま す 。

29

C A S E 貧 困 や 差 別 の な い 社 会 実 現 に 貢 献 を

J I L L  b y  J I L L S T U A R T × 国 際 N G O プ ラ ン イ ン タ ー ナ シ ョ ナ ル に よ る 、

“ H a p p i n e s s  F o r  A l l ”  P r o j e c t

プ ラ ン ・ イ ン タ ー ナ シ ョ ナ ル は 、 子 ど も の 権 利 を 推 進 し 、 貧 困 や 差 別 の な い 社 会 を 実

現 す る た め に 世 界 7 0 カ 国 以 上 で 活 動 す る 国 際 N G O で す 。 同 団 体 が 展 開 す

る ” H a p p i n e s s  F o r  A l l ”  P r o j e c t の 「 B e c a u s e  I  a m  a  G i r l 」 キ ャ ン ペ ー ン に 賛

同 し 、 J I L L  b y  J I L L S T U A R T で は 、 対 象 製 品 購 入 に 応 じ た 当 該 キ ャ ン ペ ー ン へ の 寄

付 を 実 施 し ま し た 。

” グ ロ ー バ ル に 存 在 す る 貧 困 や 差 別

の 解 消 に 少 し で も 力 に な り た い ”

今 後 も 、 サ ス テ ナ ビ リ テ ィ ス テ ー ト

メ ン ト に も と づ き 、 人 道 的 支 援 の た め

の 取 り 組 み も と 企 業 の 社 会 的 責 任 に

基 づ く 地 域 社 会 へ の 貢 献 活 動 と し て

寄 付 ・ 助 成 を 行 っ て い き ま す 。

支 援 が 必 要 な 場 所 ・ 人 に 、 迅 速 な 物 資 支 援 を

ジ ャ パ ン ハ ー ト ソ ー シ ャ ル ネ ッ ト ワ ー ク を 活 用 し た 、 豪 雨 被 害 地 ・ 熱 海 市 避 難

所 へ の 衣 類 支 援

T S I グ ル ー プ は 、 特 定 非 営 利 活 動 法 人 ジ ャ パ ン ハ ー ト が 運 用 す る 「 ジ ャ パ ン ハ ー ト

ソ ー シ ャ ル ネ ッ ト ワ ー ク 」 に 参 画 し て い ま す 。 2 0 2 1 年 7 月 静 岡 県 熱 海 市 を 中 心 と し た

豪 雨 災 害 を 受 け 、 そ の 被 災 地 支 援 と し て 熱 海 市 避 難 所 に 対 し て 、 T シ ャ ツ や タ ン ク

ト ッ プ 等 の 衣 料 支 援 を 行 い ま し た 。

” 困 っ て い る 場 所 ・ 人 に 、 必 要 な

モ ノ を 、 必 要 な タ イ ミ ン グ で ”

今 後 も 、 様 々 な 外 部 団 体 と も 協 力

し な が ら 、 T S I グ ル ー プ だ か ら こ そ

で き る 、 フ ァ ッ シ ョ ン を 通 じ た 社 会

貢 献 を 行 っ て い き ま す 。

C A S E
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ウ ク ラ イ ナ へ の 人 道 支 援 に つ い て の

当 社 の 取 り 組 み

平 和 維 持 に 基 づ く 人 道 支 援 の た め の 慈 善 的 取 り 組 み と し て 、

日 本 赤 十 字 社 の 「 ウ ク ラ イ ナ 人 道 危 機 救 援 金 」 を 通 じ て 、

1 , 0 0 0  万 円 の 寄 付 を 実 施 し ま し た 。 こ の 寄 付 金 は 、 ウ ク ラ

イ ナ 及 び ヨ ー ロ ッ パ 地 域 に お け る 人 道 支 援 活 動 に 活 用 さ れ ま

す 。

こ れ に 加 え て 、 各 ブ ラ ン ド で も 、 ウ ク ラ イ ナ 国 内 や 避 難 先 で

の 暮 ら し に 少 し で も お 役 に 立 て る よ う 、 事 業 活 動 を 通 じ て 得

る 収 益 の 全 額 も し く は 一 部 を 日 本 赤 十 字 社 及 び 参 加 プ ロ ジ ェ

ク ト を 通 し て 寄 付 を 行 う 予 定 で す 。

30

C A S E

T H E  L I B R A R Y  × E W . P h a r m a c y /  

e d e n w o r k s

ド ラ イ フ ラ ワ ー シ ョ ッ プ 「 E W . P h a r m a c y /  

e d e n w o r k s 」 と 協 業 し 、 限 定 ス ワ ッ グ を 4 月 1 5 日

よ り 全 店 で 販 売 し ま す 。

ウ ク ラ イ ナ 人 道 支 援 チ ャ リ

テ ィ ー プ リ ン ト T シ ャ ツ プ ロ

ジ ェ ク ト

5 ブ ラ ン ド 合 同 で オ リ ジ ナ ル Ｔ

シ ャ ツ を 製 造 し 、 3 月 3 0 日 か ら

受 注 販 売 を し て い ま す 。

C A S E

C A S E

定 番 の D I N E X マ グ カ ッ プ の

限 定 版 を 製 作

a n d  w a n d e r で は 、 定 番 の

D I N E X マ グ カ ッ プ の 限 定 版 を

製 作 し 、 4 月 8 日 よ り 受 注 販 売

を 開 始 し て い ま す 。

https://www.tsi-holdings.com/csr/220408_AW.jpg
https://www.tsi-holdings.com/csr/220408_LIB.jpg
https://www.tsi-holdings.com/csr/SI_T%E3%82%B7%E3%83%A3%E3%83%84_220330.jpg
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経 営 体 制

迅 速 で 透 明 性 の あ る 経 営 体 制 を 構 築 し ま す 。

C o r p o r a t e G o v e r n a n c e
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C o r p o r a t e G o v e r n a n c e

正 し い 経 営

グ ロ ー バ ル に 展 開 す る ア パ レ ル 企 業 に ふ さ わ し い 事 業 運 営 体 制 の

構 築 に 向 け 、 健 全 性 ・ 透 明 性 の 保 持 と 迅 速 な 意 思 決 定 の た め の 体

制 整 備 、 コ ン プ ラ イ ア ン ス の 徹 底 や リ ス ク 管 理 を 含 め た 内 部 統 制

の 強 化 を 図 っ て い ま す 。

こ れ ら の 取 り 組 み を 通 じ て 、 ス テ ー ク ホ ル ダ ー と の 良 好 な 関 係 を

築 く と 共 に コ ー ポ レ ー ト ・ ガ バ ナ ン ス の 更 な る 充 実 を 目 指 し 、 当

社 の 経 営 基 本 方 針 で あ る 企 業 価 値 の 継 続 的 な 向 上 に 努 め て い き ま

す 。
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S D G s 推 進 体 制 の 強 化

S D G s 推 進 体 制 に つ い て は 、 S D G s 推 進

室 を 設 置 の 上 、 当 該 所 属 メ ン バ ー を 中

心 に 対 応 方 針 案 の 策 定 や 関 係 部 門 へ の

周 知 を 図 り ま す 。

な お 、 重 要 な 案 件 に つ い て は 、 社 内 取

締 役 を 中 心 と し た メ ン バ ー で 構 成 さ れ

る サ ス テ ナ ビ リ テ ィ 委 員 会 で 討 議 の 上 、

取 締 役 会 で 決 定 す る 体 制 を 構 築 し て い

ま す 。

コ ー ポ レ ー ト ・ ガ バ ナ ン ス 体 制

T S I グ ル ー プ は 、 社 外 取 締 役 の 経 営 全 般

に 関 す る 専 門 家 的 見 地 に よ る 業 務 執 行

の 監 督 、 必 要 に 応 じ た 社 外 監 査 役 と 内

部 監 査 室 の 連 携 に よ る 監 査 を 行 っ て い

ま す 。

現 在 の ガ バ ナ ン ス 体 制 は 業 務 執 行 の 適

正 を 確 保 す る 最 適 な 体 制 で あ る と 考 え

て い ま す が 、 今 後 の 状 況 を 鑑 み て 適 宜

体 制 の 改 善 を 検 討 し て い き ま す 。

株主総会

（2021年12月20日時点）

取締役会

代表取締役

本社業務執行組織
・グループ会社

各種会議

選任・解任・監督

指揮・監督 指揮・監督 内部監査室

選任・解任

報告

内部監査・

勧告・要請

監査役会

会計監査人

選任・解任

選任・解任

監査

監査

弁護士、税理士、
弁理士、司法書士、
社会保険労務士 等

助言

助言
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未 来 へ 向 け て

サ ス テ ナ ブ ル な 道 を フ ァ ッ シ ョ ン の 未 来 へ と 繋 げ て い く 。

T o w a r d  t h e  F u t u r e  o f  F a s h i o n
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フ ァ ッ シ ョ ン の 未 来 と 、

ス テ ー ク ホ ル ダ ー の 幸 せ

T o w a r d  t h e  F u t u r e  o f  F a s h i o n

サ ス テ ナ ブ ル な 循 環 型 事 業 に よ る 今 後 の フ ァ ッ シ ョ ン の 姿 。

そ こ に は 、 こ れ ま で と は 違 う 幸 せ の 形 が あ る と 思 っ て い ま す 。

こ の 社 会 課 題 解 決 の 先 に は 、 お 客 さ ま も ビ ジ ネ ス パ ー ト ナ ー

の 皆 さ ま も 株 主 の 皆 さ ま も 、 す べ て の ス テ ー ク ホ ル ダ ー が 幸

せ に な る 姿 を 描 い て い ま す 。

そ の た め に 、 私 た ち は 、 既 存 ア セ ッ ト を 有 効 活 用 し な が ら 、

サ ス テ ナ ブ ル な 循 環 型 事 業 機 会 の 創 出 を 牽 引 す る 存 在 と な っ

て い き ま す 。

サステナブルな
循環型事業機会の創出

モノづくりに

係る技術･機能

人財

お客さま

との接点

34

サ ス テ ナ ブ ル だ か ら こ そ 生 み 出 さ れ る フ ァ ッ シ ョ ン に よ る 幸 せ

お 客 さ ま パ ー ト ナ ー 投 資 家 ・ 株 主

フ ァ ッ シ ョ ン × エ ン
タ ー テ イ ン メ ン ト を 通
じ た 幸 せ の 享 受

– 地 球 環 境 と 共 存 し た
フ ァ ッ シ ョ ン ラ イ フ を
楽 し む

– イ ン ク ル ー シ ブ デ ザ イ
ン を 楽 し む

– お 客 さ ま 自 身 も 地 域 社
会 / 文 化 の 発 展 に 貢 献
す る

共 に 新 た な 事 業 機 会 を
つ く る こ と を 通 じ た 幸
せ の 享 受

– 新 た な 収 益 機 会 を 得 る
– 新 た な 事 業 を 通 じ て 社

会 課 題 を 解 決 す る

事 業 機 会 の 創 出 と 利 益
還 元 を 通 じ た 幸 せ の 享
受

– 経 済 的 利 益 を 得 る
– T S I グ ル ー プ へ の 投 資

を 通 じ て 社 会 に 貢 献
す る



私 た ち が お 客 さ ま に ご 提 供 す る 製 品 の 原 材 料 の 多 く は 、 糸 や 布 等 に 加 工

さ れ た 状 態 の も の で あ り 、 縫 製 段 階 ま で に も 資 材 工 場 等 多 く の 工 程 を 経 て

い ま す 。 ま た 、 セ レ ク ト シ ョ ッ プ 業 態 等 で は 、 他 社 生 産 の 商 品 を 買 い 付 け

る こ と も あ り 、 す べ て を 可 視 化 す る に は 多 く の 課 題 が あ る の が ア パ レ ル 産

業 の 実 状 で す 。

一 方 、 製 造 工 程 で 排 出 さ れ る C O 2 が 全 体 の 7 0 % を 占 め る と い わ れ 、 石 油

産 業 に 次 い で 2 番 目 に 環 境 負 荷 が 大 き い と い わ れ た こ と も あ る 産 業 と し て 、

こ れ を 看 過 す る わ け に は い き ま せ ん 。

T S I で は 、 昨 年 9 月 に S D G s 推 進 室 を 発 足 さ せ 、 実 態 の 把 握 か ら 始 め ま し

た 。 そ し て 、 2 月 に プ ロ ジ ェ ク ト チ ー ム を 立 ち 上 げ 、 部 門 横 断 で T S I グ ル ー

プ と し て の マ テ リ ア リ テ ィ を ま と め 、 S C O P E 1 ,  2 を 中 心 と し た 内 容 で 、

サ ス テ ナ ビ リ テ ィ ブ ッ ク と し て 公 表 さ せ て 頂 き ま し た 。

当 社 は 統 合 、 M & A を 重 ね て お り 、 そ れ ぞ れ 使 用 シ ス テ ム が 異 な る た め 全

子 会 社 を 対 象 と す る に 至 っ て お り ま せ ん が 、 徐 々 に 対 象 社 数 を 増 や し 、 可

視 化 を 進 め て い く 所 存 で す 。 ま ず は G R I ス タ ン ダ ー ド に 沿 っ た 開 示 が で き

る よ う 考 え て お り ま す 。

さ ら に 、 様 々 な 取 引 先 さ ま と サ ス テ ナ ビ リ テ ィ に 向 き 合 い 、 S C O P E 3 の

可 視 化 に 努 め る と 共 に 、 新 し い 技 術 を 利 用 し た 環 境 負 荷 の 低 い 商 品 の 開 発

や 廃 棄 し な い 循 環 型 の 仕 組 み を 構 築 し て ま い り ま す 。

編 集 に あ た り 、 今 後 は ブ ラ ン ド や 社 員 の 活 動 を 具 体 的 に 紹 介 す る 等 情 報

の 充 実 を 図 っ て い く 所 存 で す 。 当 社 の 将 来 目 指 す 姿 に つ い て ご 理 解 頂 く た

め の 一 助 と な れ ば 幸 い で す 。

最 後 に 本 レ ポ ー ト の 作 成 に あ た り 多 大 な ご 協 力 を 頂 き ま し た 関 係 各 位 に 、

こ の 場 を お 借 り し て 心 よ り 御 礼 申 し 上 げ ま す 。

編 集 後 記

E d i t o r ' s  N o t e
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㈱TSIホールディングス
サスティナビリティバリュー部 SDGs推進室長

山田 耕平

前列 左から

㈱TSI

人事部 人事課 エキスパート 辻本 マリコ

SDGs推進室長 山田 耕平

人事部 人事課 木下 麻椰

人事部 労務課 片吉 稔香

後列 左から

㈱TSI

総務部 総務課 小林 久史

生産推進部 ロジスティクス課 山田 佳寛

生産推進部 業務管理課長 山口 勝儀

SDGs推進室長補佐 荒井 智司

広報・IR室 リーダー 長谷川 俊介

サ ス テ ナ ビ リ テ ィ ス ト ー リ ー ブ ッ ク

制 作 メ ン バ ー

M e m b e r s
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